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ニングを形成する原因であることを立証した（Hoshino et al. 2008）。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は希土類元素鉱物である褐レン石が日本列島に固有な 2群の化学組成，REEパターン，Sr-Nd同位
体を示すことで，従来の大陸地域主導の鉱物成因論及び世界の花崗岩成因論を覆す，画期的な「島弧鉱物学」
を創成する中核となり，世界に独自の光芒を放った。しかも火山岩産の褐レン石に包有物として観察される
アパタイト，ジルコンの生成順序と各々のホストマグマの進化を，テクトニクス場での始原アルカリマグマ
からの確固たる根拠に基づいて，構築したことは賞賛に値する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
